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⼦どもの数が減っている このままでは⽇本はどうなるのかとの恐怖はあるが 
 
本⽇の⽇本経済新聞によると、⼈⼝推計で本年の出⽣数は最⼩の 86 万⼈となるとのことで
ある。記事ではこの現象の理由を、25~39 歳の出産期の⼥性が 969 万⼈と昨年より約 21 万
⼈減ったこと、初婚年齢の上昇（晩婚化）を挙げている。さらに今年は特殊事情が関係して
いたようだ。社説には「出⽣数が急減した理由を厚⽣労働省は令和婚を⽬指して結婚を 19
年５⽉に先送りした⼈がいたとみる」とある。これが本当の原因かどうかはかなり疑わしい
ところもあるが、新聞記事にあるグラフ「国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の将来推計」の推
計値より本年の出⽣数は⼤きく落ち込んでいることが⾒て取れる。 
 
根本的な問題は合計特殊出⽣率の低さにある。単純に考えるとこの数値が２でなければ⼈
⼝は減少し続けることになる。それがここしばらくは 1.4 である。これでは⼈⼝が果てしな
く減少し続け、遠い将来には⽇本国⼟から⽇本⼈はいなくなる。この合計特殊出⽣率は、す
べての条件が整ったときでも 1.8 である。新聞記事には「結婚して⼦どもを産みたいと考え
る⼈の希望がかなった場合の出⽣率は 1.8」と表現されている。 
 
 



出⽣数を増加させるための私案 
 労働⽣産性の向上により主に主⼈の給与だけで家計が賄えるように 
 ⽣家の近くで希望の職が得られるためのマッチングシステムの充実 
 それにより⼆世代相互扶助が可能となり、育児苦労の低減化が図れる 
 地域の助け合いを充実させるための仕組みづくり、およびその活⽤ 
 趣味など、好きなことに当てる時間が作り出せる近隣施設の充実 など 



 
 
18 年の出⽣数 91.8 万⼈、最低を更新 出⽣率は 1.42  ⽇本経済新聞 2019.6.7  

厚⽣労働省が 7 ⽇に発表した⼈⼝動態統計によると、2018 年に⽣まれた⼦どもの数（出
⽣数）は 91 万 8397 ⼈で過去最低を更新した。3 年連続で 100 万⼈を割った。1 ⼈の⼥性が
⽣涯に産む⼦どもの数にあたる合計特
殊出⽣率は 1.42 と、17 年から 0.01 ポ
イント下がった。低下は 3 年連続だ。晩
産化や結婚をしない⼈が増えている影
響が⼤きい。 

出⽣数は 17 年から 2 万 7668 ⼈減少
した。最も出⽣数が多かったのは 1949
年の 269 万⼈で、18 年は 3 割強にとど
まった。⽐較可能な 1947 年以降で過去
最低だった。 

出⽣率は 05 年に最低の 1.26 を記録
してから緩やかに回復し、ここ 3 年は
1.4 近辺で推移する。 

出⽣率がほぼ横ばい圏だったのに出
⽣数が⼤きく減ったのは、出産適齢期
とされる⼥性の⼈⼝が減ったためだ。15〜49 歳の⼥性は前年に⽐べ 1.4%減の 2463 万⼈だ
った。 

政府は 25 年度までに⼦どもを欲しいと考える夫婦らの希望がすべてかなった場合の出⽣
率「希望出⽣率」を 1.8 にする⽬標を掲げる。共働き世帯が増えるなか、出産・育児と仕事
が両⽴しやすい環境を整えないと、出⽣率は上昇しない。 


